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4 七ヶ浜町 造成地等の利活用に向けた取組の推進 

 
 
 
 

所 在 地：宮城県七ヶ浜町 

主な用途：住宅地・事業地 

 
 

■ 位置図 

 

１．目的と背景 

事業者に貸付可能な⼟地情報を広く発信するとともに、ローカ
ルベンチマークを活⽤した町と事業者のマッチング⼿法の検討 
 昨年度の業務で七ヶ浜町は土地利用に関して一定の

ニーズがあることが分かったが、広く土地情報を発信
できる仕組みがなく、土地利用に関するニーズへの対
応が十分ではなかった。 

 希望者へ土地を貸付する際は、町が望む業種や事業者
かどうか個別対応で判断をしており、担当者としても
判断が難しい場合もあり、町にあった業者を判断する
基準が求められていた。 

 移転元地の一部の土地については、民間事業者へ貸付
したいと考えており、従来の個別対応とは異なった手
法であるローカルベンチマークを用いたマッチング
手法により、町と相性のよい事業者を判断する。また、
判断基準を検討することで、来年度以降も活用できる
手法を目指す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① ローカルベンチマーク（経済産業省が提供する企業診断ツール）を⽤いて町に合う事業者を判
断、判断の補助となる「判断シート」を作成 

② 将来のまちづくりを⾒据えて貸付可能⼟地を整理、町 HP にて公開し情報発信 

＜今後の⽅向性＞ 
 ⼟地利⽤のニーズに対応するため⼟地情報を町内外に発信し効果的な PR を実施。 
 判断シートを町と相性のよい事業者を判断する補助として活⽤。 

＜今年度（令和６年度）の取組成果＞ 
 将来のまちづくりを⾒据えて貸付可能な⼟地を再整理し、町 HP で公開することで、活⽤可能な⼟地の情

報を広く発信。 
 町内事業者へヒアリングを実施し、町の魅⼒や事業開始時の困りごと、相談先などの情報収集を実施。 
 町と応募事業者３社を対象にローカルベンチマークを実施し、町と相性のよい事業者の判断を⾏うとともに、

判断基準の確⽴を⽬指した検討を⾏う。 

ポイント 

花渕浜地区（左）、代ヶ崎浜地区（右） 
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２．取組にあたっての課題 

民間等から土地利用に係る問い合わせを受けていたが、以下の課題があり、活用が進んでいない。 

 昨年度業務で未利⽤町有地の場所や情報の整理はできたが、将来のまちづくりを⾒据えて、どの⼟地が⺠
間事業者に貸付可能なのか整理ができていないこと 

 未利⽤町有地の情報は整理できているが、⼟地情報について広く発信する仕組みができていないこと 
 町の魅⼒を把握し、その魅⼒を最⼤限に⽣かすためにどのような業種がよいのか不明瞭であること 
 ⼟地貸付の際の判断材料が不⾜していること 

３．今年度の取組項目 

町の魅力の把握や情報発信の重要性を踏まえ、以下の取組を実施。 

Ⅰ 町の魅⼒の発掘（マーケティング調査・ローカルベンチマーク） 

 町内の既存事業者に対してヒアリングを実施し、事業者⽬線での町の魅⼒について把握。あわせて、起業時
の課題（困りごとや相談・問合せ先、⾦銭⾯等）について情報収集。 

 町を対象にローカルベンチマークを実施し、七ヶ浜町の魅⼒や強みを把握。 
Ⅱ ⼟地貸付事業者のマッチング及びその⼿法の検討（ローカルベンチマーク） 
 町有地の貸付を希望する事業者に対してローカルベンチマークの実施希望者を募集。応募した３社に対し

てローカルベンチマークを実施し、各事業者の魅⼒や強みを把握。 
 来年度以降、町が⼟地貸付の際の判断の補助となるよう「判断シート」を作成。 

Ⅲ 未利⽤町有地に関する⼟地情報の公開 

 昨年度整理した⼟地情報をベースに、⺠間事業者に貸付可能な⼟地とそうでない⼟地に判別。 
 ⺠間に貸付可能な⼟地情報を町の HP で公開し、広く情報発信する。 

４．取組経過や主な調整プロセス 

６〜９⽉ 町内の事業者にヒアリングを実施、さらに町を対象にローカルベンチマーク
を実施し、町の魅⼒を把握 

► 町内の事業者にヒアリングを実施し、事業者目線での町の魅力を把握

するとともに、起業時の困りごと等の課題の事業者目線の課題を可視

化。 

► 町を対象にローカルベンチマークを実施し、七ヶ浜町の魅力発掘シー

トを作成することで魅力や強みを把握。 

10〜12 ⽉ ローカルベンチマークの無料診断に参加する事業者を募集 
► 町有地の活用を希望する事業者でローカルベンチマークの無料診断に

参加する事業者を募集、３社が応募。 

► あわせて、将来のまちづくりを勘案し、民間事業者に貸付可能

な土地の情報を整理。※p4-4 図 1 参照 

12〜２⽉ 無料診断に参加した３社の魅⼒発掘シートを作成後、町との
相性を判断 

► 応募した３社に対してローカルベンチマークを実施。魅力発掘

シートを作成し、各事業者の強みや魅力を把握。※p4-4 図 2 参照 

► 町の魅力発掘シートを参考に、町との相性を判断。 

► ローカルベンチマークの様式や魅力発掘シートを参考に、土地貸付事

業者の「判断シート」を作成。 

 

ポイント① 
ローカルベンチマーク
（経済産業省が提
供する企業診断ツ
ール）を⽤いて町に
合う事業者を判断、
判断の補助となる
「判断シート」を作
成 

ポイント② 
将来のまちづくりを
⾒据えて貸付可能
⼟地を整理、町 HP
にて公開し情報発信 
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■ 今後の実施体制 

企画財政課とまちづくり振興課が連携し、⼟地貸付及び将来のまちづくりを⾒据えた⼟地利⽤を実施 
町有地の管理を行う企画財政課が主体となり、関係各部署と庁内調整を実施。 

実施主体︓ 

 七ヶ浜町 企画財政課 

連携部署︓ 

 七ヶ浜町 まちづくり振興課 

⺠間⽀援︓ 

 REZAIN（専門的知見によるローカルベンチマーク紹介・調査をハンズオン支援業務により実施） 

 

 
■ 取組⼯程 
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■ 取組成果や重要な検討資料等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 移転元地貸付可能土地（左）        造成地分譲可能土地情報図（右）  

図 2 募集用チラシ（上）  事業者の魅力発掘シート（下） 
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５．今年度の取組成果 

成果１ 「将来のまちづくりを⾒据えて貸付可能な⼟地を再整理し、町 HP で公開することで、活⽤可能な⼟地
の情報を広く発信」  

► 将来のまちづくりを見据えて貸付可能土地（移転元地）に関する図面を作成。 

► 造成地についても分譲可能な土地について再整理し、ＨＰで公開。広く土地利用希望者を募

集し、土地利用を促進。 

成果２ 「町内事業者へヒアリングを実施し、町の魅⼒や事業開始時の困りごと、相談先などの情報収集を実施」
► 町内の事業者へのヒアリングや、ローカルベンチマークにより町の魅力や強みを再認識。 

► 事業者へのヒアリング結果を、今後の土地活用や事業者誘致等の検討時に活用。 

成果３ 「町と応募事業者３社を対象にローカルベンチマークを実施し、町と相性のよい事業者の判断を⾏うと
ともに、判断基準の確⽴を⽬指した検討を⾏う」  

► ローカルベンチマーク無料診断の希望３社の魅力発掘シートを作成。町の魅力発掘シートと

比較し、町と相性のよい事業者を判断。 

► 来年度以降、土地貸付を行う際の判断の補助として、ローカルベンチマークの結果等を参考

とした「判断シート」を作成。 

６．今後の方向性  

⼟地利⽤のニーズに対応するため⼟地情報を町内外に発信し効果的な PR を実施 
 ヒアリング結果等を用いて、町内外の事業者へ効果的な PR をすることで土地活用を促進。 

判断シートを町と相性のよい事業者を判断する補助として活⽤ 
 作成した判断シートを来年度以降、町が土地貸付を行う際、町と相性のよい事業者を判断する

補助として活用することで、町にとって望ましい事業者への土地貸付を実現。 

中⻑期スケジュール・フロー図等 

７．取組主体・関係者の声 
これまでの状況や今回の取り組みにおける⼯夫や苦労など 
 ローカルベンチマークという手法になじみが薄く、本事業の関係者

に説明するのに苦労や時間を要した。 

ハンズオン⽀援事業で今回取り組んだ感想など 
 ローカルベンチマークを行い、町と事業者相互の客観的な視点で

の魅力の可視化、財務分析の数値化の１つの手法を確立できた。 

  

令和７（2025）年度 令和８（2026）年度

A 町有地公募

B ⼟地の貸付・分譲

C 補助・⽀援施策等検討

ヒアリング結果等を参考に⼟地活⽤のPR

補助・⽀援の仕組みや制度の検討

ローカルベンチマークや判断シート等を活⽤した⼟地の貸付・分譲

⼟地貸付要綱の作成

左から、七ヶ浜町まちづくり振興課 内海係長 

      復興推進室 瀧室長補佐 

     企画財政課 木村係長 

 


